
公民連携ロングリスト 個票 

所管部署 生涯学習部生涯学習課・スポーツ振興課 

財産分類 行政財産 

対象エリア JR 野崎駅周辺エリア 

活用資産 歴史とスポーツふれあいセンター（歴史民俗資料館、東部図書館、

四条体育館、四条グラウンド） 

資産概要 所在地：大東市野崎３丁目６番１号 

建築年月：S48 年 3 月竣工（旧四条小学校） 

開館年月：H24 年 4 月 

駐車場：39 台 

【歴史民俗資料館】建築年：平成 24 年竣工 延床面積 2,877.00 ㎡ 

RC 造、耐震診断・耐震改修済 

【四条体育館】建築年：平成 24 年竣工 延床面積 986.00 ㎡ 

RC 造、耐震診断・耐震改修済 

【四条グラウンド】敷地面積：5,280 ㎡ 

【ふれあいルーム】建物無し 

【東部図書館】建築年：平成 24 年竣工 延床面積 1,292.33 ㎡ 

RC 造、耐震診断対象外 

都

市

計

画 

用途地域 第一種中構想住居専用地域 

防火地域 表示なし 

その他 
市街化調整区域 

景

観 

景観計画区域 大阪外環状線（国道 170 号）沿道区域 

風致地区 指定なし 

景観重要樹木 指定なし 

その他 
【四条グラウンド】高さ 15m の防球ネット、ナイター照明設備有 

指定管理制度 

の導入 

有、無  期間：平成 30 年 4 月～平成 35 年 3 月 

※東部図書館は別の指定管理者が管理している。 

防災 地域防災計画に避難場所として位置づけられている。 

背景・目的 【歴史民俗資料館】郷土の歴史、文化遺産等に対する市民の理解と

認識を深め、もって学術および文化の発展に資するため。 

 平成 29 年度利用者数：9,927 人 

【四条体育館】市民のスポーツの振興および体力づくりの推進を図

り、健康で文化的な生活の向上に寄与するため。 

 平成 29 年度利用者数：15,413 人 

【四条グラウンド】市民のスポーツの振興および体力づくりの推進

を図り、健康で文化的な生活の向上に寄与するため。 
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 平成 29 年度利用者数：11,205 人 

【東部図書館】図書、記録その他必要な資料を収集し、整理し、保

存して、市民の使用に供し、その教養、調査研究、レクリエーショ

ン、視聴覚教育等に資するため。 

 平成２９年度利用者数：60,736 人 

ターゲット ①市民および市外からの利用者全般 

②・③地元企業等 

④子育て世代、勤労者、スポーツ愛好家 

活用の方向性 ①地元企業や商店街、プロスポーツチーム等との連携 

②地元企業等による雑誌スポンサー制度 

③広告付案内板の設置 

④民間事業者への施設貸与を考えている 

具体的内容（民間

活用のイメージ

等） 

①地元企業や商店街等と連携した展示やワークショップ、プロスポ

ーツチームと連携したスポーツイベント等の開催 

②雑誌スポンサー協力企業等に、利用・要望の多い雑誌の購入費を

負担いただき、その雑誌のカバー等に企業等の広告を掲載する。 

③広告付きの「館内案内板」または「市内公共施設等の案内板」を

設置する。 

④体育施設の活用 

・施設内に商業機能を付加（スポーツショップ、スポーツに関する

書店、健康食レストランやカフェ等） 

・施設へのアクセス確保（施設専用バス、タクシー運行） 

・24 時間のトレーニングルーム 

・放課後児童クラブや保育事業を兼ねた幼児・児童向けに運動教室 

・ネーミングライツ 

スケジュール ①地元企業や商店街、プロスポーツチーム等と連携したイベントは

随時実施中。 

②図書館における雑誌スポンサー制度は実施中。 

③広告付案内板については、ご提案があれば随時受付。 

④H30：公民連携事業に該当するのか検討 

その他特記事項 ・24 時間のトレーニングルーム：新たにトレーニングルームの設

置が必要 

・条例等の法令根拠の整備、庁内の横断的な調整、利活用条件（貸

与期間、貸与方法、貸与料等）、施設整備・維持管理の考え方（市・

民間の負担区分）、営利問題、人材確保 

 


